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本
協
会
は
本
年
十
月
で
創
立
三
周
年
を

迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
三
回
目
の

年
次
総
会
が
、
来
る
十
月
二
八
日

（
日
）

午
後
五
時
三
〇
分
よ
り
札
幌
市
の
教
育
文

化
会
館

（
中
央
区
北

一
条
西

一
三
丁
目
）

の
特
別
会
議
室
で
行
わ
れ
ま
す
。

総
会
に
先
だ

っ
て
午
後
五
時
頃
か
ら
来

年
度
に
開
催
予
定
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
に

つ
い
て
懇
談
会
を
行
い
ま
す
。

（
く
わ
し

く
は
次
ペ
ー
ジ
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ト

ラ
ス
ト
助
成
金
の
記
事
参
照
）
。
こ
の
懇

談
会
で
は
、
軽
食
と
飲
物
が
出
さ
れ
ま
す
。

く

つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
で

そ
の
あ
と
総
会
に
入
り
、　
一
九
八
九
年

度

（
昨
年
十
月
か
ら
本
年
九
月
ま
で
の
年

度
）
の
事
業

。
決
算
報
告
の
あ
と
来
年
度

の
事
業
計
画
と
予
算
案
が
提
案
、
審
議
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

懇
談
会
、
総
会
と
も
な
る
べ
く
形
式
に

と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
雰
囲
気
で
行
う

つ

も
り
で
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
参
加
の
経
験

が
無
い
方
も
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

〈
ギ
タ
ー
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

，

赤
坂
　
孝
吉

ギ

タ
ー
の
た
め
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
風
組
曲

タ

ン
ス
マ
ン

〈
ピ

ァ
ノ
）

連
弾
　
高
橋
真
智
子

・
水
谷
　
澄
子

ポ

ー
ラ
ン
ド
風
民
族
舞
曲
集

（
マ
ズ

ル

カ
、
ポ

ロ
ネ
ー
ズ
、
ク
ラ
コ
ヴ

ィ
ア

ッ
ク
）

ｏ
マ

い
い
　
モ
シ

ュ
コ
フ
ス
キ
ー

水
田
　
香

フ

ァ
ン
タ

ジ

ー

　
ｏ
Ｐ
　
”
一

〇
１
一
Ｃ
「

シ

マ
ノ

フ

ス
キ

ー

◆
総
　
会

日
時

　

一
九
九
〇
年
十
月
二
八
日

（
日
曜
日
）
午
後
五
時
二
十

分
よ
り
。
た
だ
し
、
懇
親

会
は
午
後
五
時
よ
り
。

場
所
　
札
幌
市
教
育
文
化
会
館

中
央
区
北

一
西

一
三

特
別
会
議
室

参
加
費
　
無
料

◆

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
　
同
日
午
後
七
時
よ
り

場
所
　
同
小
ホ
ー
ル

入
場
料
　
一
一千
円

（
入
場
券
は
当
日
会
場
受
付
で
販

売
い
た
し
ま
す
）

※
総
会
お
よ
び

コ
ン
サ
ー
ト
ヘ
の
参

加
の
有
無
を
同
封
の
葉
書
で
十
月
二

十
日
ま
で
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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POLE

¨
創
立
三
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

総
会
に
引
き
続
い
て

総
会
終
了
後
、
本
協
会
の
創
立
三
周
年

を
記
念
し
て
同
じ
教
育
文
化
会
館
内
の
小

ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

出
演
者
は
す
べ
て
本
協
会
、
お
よ
び
日
本

シ
ョ
パ
ン
協
会
道
支
部
の
会
員
で
す
。
ま

た
、
こ
の
催
し
も
の
は
日
本
シ
ョ
パ
ン
協

会
道
支
部
と
北
海
道
新
聞
社
が
後
援
し
て

い
ま
す
。

（ピ
ァ
ノ
）

伊
藤
裕
佳
子

ノ
ク
タ
ー
ン
　
ｏ
フ
思
ム
ζ

シ
ョ
パ
ン

片
寄
ま
す
み

パ
ラ
ー
ド
　
　
ｏ

，
こ

　
　
シ
ョ
パ
ン

渡
辺
　
卓

ワ
ル
ツ
　
　
　
ｏ
ｏ
Ｌ
Ｔ
ト
　

シ
ョ
パ
ン

ノ
ク
タ
ー
ン

「
遺
作
」
　

シ
ョ
バ
ン

谷
本
　
聡
子

・
横
路
　
朋
子

二

つ
の
ビ
ア
ノ
の
た
め
の
ロ
ン
ド

シ
ョ
バ
ン

（ヴ

ォ
ー
カ
ル
〉

多
米
　
実

樹
木
の
陰
で

（
ラ
ル
ゴ
）
　

ヘ
ン
デ
ル

ピ
ァ
ノ
　
大
門
　
敬
明

http://hokkaido-poland.com/pole.html



¨蝸
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間

″
に
助
成
金

去
る
八
月
二
日
、
公
益
信
託

＝
国
際
交

流
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
イ
ー
ト
ラ
ス
ト
よ
り
、

本
協
会
に
対
し
助
成
金
の
給
付
が
決
定
し

た
と
い
う
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

こ
の
公
益
信
託
は
、
日
本
に
滞
在
中
の

外
国
人
市
民
や
青
少
年
と
の
交
流
活
動
を

は
じ
め
と
す
る
、
民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
友

好
親
善
活
動
を
助
成
す
る
た
め
、
昭
和
六

二
年
二
月
外
務
省
の
許
可
を
受
け
て
発
足

し
た
も
の
で
、
住
友
信
託
銀
行
東
京
営
業

部
に
事
務
局
を
持

っ
て
い
ま
す
。

本
協
会
で
は
、
次
の
よ
う
な
事
業
を
行

い
た
い
と
し
て
助
成
金
の
申
請
を
行
い
ま

し
た
。

①
親
善
交
流
の
た
め
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
週

間
の
開
催
―
絵
画
、
写
真
、
民
芸
品
な
ど

の
展
示
会
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
係
わ
り
の
深

い
人
、
ま
た
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
に
よ
る
講

演
会
、
音
楽
会
、
映
画
会
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

人
を
交
え
た
親
善
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど

②
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
の
開
催

③
会
誌

「
ポ
ー
レ
」
の
記
念
号
の
刊
行

こ
の
申
請
に
対
し
て
、
と
く
に
①

の
ポ

ー
ラ
ン
ド
週
間
の
開
催
の
補
助
と
し
て
、

四
十
万
円
の
助
成
金
が
認
め
ら
ま
し
た
。

こ
の
決
定
を
受
け
て
、
九
月
二
六
日
に
は

本
協
会
の
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
ポ

「
ラ
ン
ド
週
間
の
時
期
と
内
容
に
関
す
る

話
合
い
が
行
わ
れ
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
な
内

容
で
こ
の
企
画
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

①
来
年
６
月
頃
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
を

開
催
す
る
。

②
ポ
ー
ラ
ン
ド
週
間
の
間
に
、
展
示
会
、

映
画
会
、
音
楽
会
、
講
習
会
、
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
を
行
う
。

③
十
月
二
八
日
の
総
会
の
前
の
懇
談
会

で
、　
一
般
会
員
を
中
心
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
週

間
で
の
催
し
も
の
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
う
。

④
こ
の
話
し
あ
い
を
も
と
に
、
十

一
月

十
日
前
後
に
、
絵
画

（
写
真
）
、
映
画
、

音
楽
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
実
行
委
員

会
を

つ
く
り
、
具
体
的
な
企
画
、
立
案
を

行
う
。

十
月
二
八
日
の
総
会
は
午
後
五
時
三
十

分
よ
り
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
が
、
五
時

前
後
か
ら
右
の
③
の
よ
う
な
主
旨
で
懇
談

会
を
開
き
ま
す
。
多
く
の
会
員
の
方
々
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
を
囲
む

「
楽
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
」

●
第
五
期
ポ

ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
水
準
は
前
期
に
引
き
続
き

初
級
の
中
程
度
と
い
た
し
ま
す
。

【
期
　
間
】

【
時
　
間

】

【
会
　
場

】

【
講
　
師
】

【
内
　
容
】

【
授
業
料
】

【
申
込
先
】

※
参
加
登
録
は
第

一
回
目
の
講
習
会
の
当
日
ま
で
受
付
ま
す
。

詳
し
く
は
灰
谷

（
七
〇
二
―
四
九
二
九
）
ま
で
お
問

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

一
九
九
〇
年
十
月
二
日

（
火
）
―
十
二
月
十

一
日

（
火
）

（
毎
週
火
曜
日
、
十
週
間
）

午
後
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
八
時
二
十
分
ま
で
の
二
時
間

北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

（
住
所
）
札
幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目

（
電
話
）
七
三
六
―
三
二
八
八

熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
先
生

初
級

の
中
程
度
の
会
話
と
文
法

一
万
円

（
十
回
分
）

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
事
務
局

（
住
所
）
札
幌
市
中
央
区
北
二
条
西
二
丁
目

（
電
話
）
三
二

一
―
八
六
七
二
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守
り
続
け
ら
れ
た
日
本
美
術

ポ

ー

ラ
ン
ド

の
〈
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

＝
》
展

ク
ラ
ク
フ
国
立
美
術
館
所
蔵

ヤ
シ
ェ
ン
ス
キ
・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
と
し
て

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

日
本
は
有
名
で
し
た

一
九
九
〇
年
十

一
月
十
四
日

（
水
）
―
十
二
月
二
日

西
武
五
番
館
赤
れ
ん
が
ホ
ー
ル

（
住
所
）
札
幌
市
北
区
北
四
条
西
三
丁
目

ポ
ー
ラ
ン
ド
の

〈
〓
弓
２
〉
展
開
催
実
行
委
員
会

外
務
省

文
化
庁

ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和
国
大
使
館

日
本
ポ
ー
ラ
ン
協
会

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

ク
ラ
ク
フ
国
立
美
術
館

（
日
）

■
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
南

に
位
置
し
、
か

つ
て
の
王
宮
ヴ

ァ
ヴ

ェ
ル
城
を
中
心
に

芸
術
と
文
化
に
彩
ら
れ
た

一
千
年

の
歴
史
を
誇
る
首
都
ク
ラ
ク
フ
。
そ
の
ク

ラ
ク
フ
国
立
美
術
館

の

一
室
で

『
遠
い
日
の
日
本
』
と
出
会
う
と
は
誰
が
予

想
し
得
た
で
し
ょ
う
か
。

■
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
資
産
家
に
生
ま
れ
、
ベ
ル
リ
ン
、

パ
リ
、

ロ
ン
ド
ン
な
ど

で
遊
学
生
活
を
送

っ
て
い
た

フ

ェ
リ
ス

・
ヤ
シ

ェ
ン
ス
キ

（
一
八
六

一
―

一
九
二
九
）
。
の
ち
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
も
有
数

の
浮
世
絵

コ
レ
ク
タ
ー
と
な

る
彼
が
、

パ
リ
で
運
命
的
と
も
言
え
る
日
本
美
術
に
出
会

っ
た
の
は

一
八

八
０
年
半
ば
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
以
降
、

パ
リ
を
拠
点

に
日
本
美
術
品
約

一
万
点
あ
ま
り
を
収
集
し
、
帰
国
後

「
日
本
美
術
展
」
と
題
し
、

ワ
ル
シ
ャ

ワ
と
ク
ラ
ク
フ
で
紹
介
し
た
の
が

一
九
九
〇
年
初
頭
。
当
時
の
文
化
の
中
心

地
ク
ラ
ク
フ
で
は
熱
狂
的

に
受
け
入
れ
ら
れ
、

こ
と
に
若

い
芸
術
家
た
ち
に

大
い
な
る
感
動
と
影
響
を
与
え
、
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

・
モ
ダ

ニ
ズ
ム
運
動
の

重
要
な
要
素
と
な
り
ま
し
た
。

■
そ
の
後

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
ク
ラ
ク
フ
国
立
美
術
館

に
寄
贈
さ
れ
、
今
回
美

術
館
の
特
別
協
力

に
よ
り
、
お
よ
そ
百
年
ぶ
り
に
里
帰
り
致
し
ま
す
。
本
展

で
は
、
①

ヤ
シ

ェ
ン
ス
キ
の
生
涯
と
古
都

ク
ラ
ク
フ
、
②
秘
蔵

コ
レ
ク
シ
ョ

ン
、
③
ポ

ー
ラ
ン
ド

・
ジ

ャ
ポ

ニ
ズ
ム
の
二
部
構
成

で
ヤ
シ
ャ
ン
ス
キ
と
い

う

一
人
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
心
を
生
涯
魅
了
し
て
離
さ
な
か

っ
た

（
三
弓
２
）

の
謎
を
解
き
明
か
し
ま
す
。

■
ま
た
膨
大
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
北
斎
、
広
重
、
春
信
ら
の
浮
世
絵

約
百
六
十
点
、
造
形
的

に
貴
重
な
技
術
を
見
せ
る
印
籠
、
根
付
、
漆
器
類
約

百
点
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
下
ジ

ャ
ポ

ニ
ズ

ム
と
も
言
う
べ
き
浮
世
絵
の
技
法

を
色
濃
く
感
じ
さ
せ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
絵
画
約
五
十
点
あ
ま
り
を
、
特
に
選
り

す
ぐ
り

一
堂

に
展
覧

い
た
し
ま
す
。

【
期
　
　
間

】

【
会
　
　
場

】

【
特
別
協
力
】

後 主

援 催
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新 入 会 員 の こゴ 紹 介

1990,1,16か ら9,27ま での間に参加 された方

氏 各 tLネ各うし 電話番号 勤務先 勤務先電話辞号

|:llJ・
j 俊一

森1句  明子  |

i朽 橋 妙子

法 子

北海道教育大学岩見沢

分校 (政 治学 )

ピアノ教師 〈ショバ ン

協会道支部帯広委員長)

カワイ音楽教室音楽教

室 (帯広 )講 師

札幌大谷高等学絡羊術

コース

■ポー ラン ド文化を語る総合雑誌が刊行 されました。

今後、年 1回発行の予定 とのことです。

■北海道ポー ラン ド文化協会事務局 (北 2条西 2丁 目、

道特会館内、NDA画 廊内)で取 り扱 っています。

ポロニカ(POLONICA)と は?
ポーランド語で書かれた、
あるいは、ポーランドに関する
文献、印刷物、手稿等を総称する、
中世ラテン語。

本書『ポロニカ』は、魅力あふれる
ボーランド文化を、さまざまな
視点からとらえる雑誌です。

創刊尋
◎好評発売中 ./

ボ
ー
ラ
ン
ド
型
代
詩
回
廊

そ^
の
―
〉
エ
ロ
テ
ィ
ク

私
の
出
〈ち

た

ボ
ー
一７
ノ
ド
児
薇
文
字

「ボ
ー
ラ
ン
ド
映
画
が

駄
＝
に
な
る
０
」

ボ
ー
ラ
ン
ド
の
ビ
ア
・一ス
ト
た
ち

ゴ
ン
プ
ロ
ー
ヴ
‘
ツ
チ
．＝
記

炒

そ^
の
―
〉ポ
ー
ラ
ン
ド
脱
出

ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
・レ
ム
に
聞
く

好
き
４
作
家

暖
い
た
作
家

ｔ
貞
聖
マ
リ
ア
と
生
神
欠

χ
芸
誌
ご

メ
ラ
あ

周
辺

世
紀
末
の
ワ
タ
ン
ャ
ワ
と
タ
ラ
ク
フ

そ
し
て
浮
世
絵

ボ
ー
ラ
ン
ド
の
．ハ
・ン
リ
ス
ク
伝
設

ボ
ー
ラ
ン
ド
の
せ
＝
伝
水
‘

ボ
ー
ラ
ン
ド
タ
子
と
加
藤
何
島

〈
小
規
こ
こ
ド
ク
タ
ー

世

界

の
ボ
ー
ラ
ン
ド
＝

井

館

タ
ロ
ニ
カ
棚

含
撻
〉巡
礼
杵

「 ポー レ」編集員募集

協会誌「 ポー レ」の企画、編集に興味をお持ちの方を探 してい

ます。年 4回発行の本誌の記事の立案、執筆、交渉などを担当し

ていただきます。ただ し、無報酬です。 くわ しくは小笠原 (北大

工学部、電話716-21H、 内線6748)ま でお問い合わせ ください。
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